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陳 露
1 . は じ め に
こ こ で は､ 親族語嚢を単なる人間関係､ 親族組織を表わす もの と して 見 る の で はなく ､
コ ト バ と して 見て ､ 言語学的方法 で親族語嚢の い わゆ る ｢ 静的+ 構造面を明 らか に し た い ｡
従 っ て ､ 古く か らの 語形及 び意 味変化を追及する実証研究は現在の親族語義体系 の 形成 の 有
力な裏 づ けに なる もの と考え て ､ 語形 ､ 意味変化及 び区分の体系に 注目 し､ 両言語の ｢父 ｡
母+｢祖父 ･ 祖母+ の戟族語嚢を中'L､に適時的研究を試 み る.
資料と し て は､ 両言語と も､ 主 に国語辞書及 び古辞書類に あ っ キ語例 を用 い る o 『新編 日
本古典文学全集』(小学館)､ 『新釈漢文大系』(明治書院) な どを参考 に ､ 用例分析を行う｡
2 . 親族語嚢の 適時的研究
まず､ 現代の 日本語 ､ 中国語 に おけ る上位世代 の親族名称 を次 の よう に 左男 石女 の 順 で
提示 して おく｡
日本語 男 性
観の親 : ジ ジ/ ソ フ
親 : チ チ
親の 兄弟姉妹 : オ ジ
中国語
親の 親 : 祖父(zafふ)･ 外祖父(w左i z品fも.)
演 : 父親(fdqin)
親の 兄弟姉妹 :伯父(bbfh) ･ 叔父(sh血fh) ･ 男父(jiもf血)
女 性
パ パ / ソ ボ
ノ＼ノ ヽ
オ バ
祖母(z且m芯)･ 外祖母(w占.i 品 m芯)
母鵜(m且qin)
姑母(如 m鞍)･ 焼母(yimも)
上位世代の勅族名称 は ､ 語 形か ら見 れば分か る よう に ､ 日本語 と 中国語 は ､ そ れ ぞ れ
｢チ/ チ チ+ と ｢- / ハ ハ+､ ｢父(fd)+ と ｢母(m且)+をも っ て男女の 別を示 し て い る o さ ら
に､ 日本語の 場合は､ 男性は ｢ソ フ+ の語形を除い て 上か ら ｢ジ ジ､ チ チ ､ オ ジ+ と､ 女性は
｢ソ ボ+ を除い て ､ 上か ら ｢パ パ ､ ハ ハ ､ オ バ+ とな っ て おり､ それぞれ ｢チ+｢-+ と い う共
通の 形態素が抽出さ れる. 中国語 の場合は､ 男性は ｢祖父 (z且f血) ･ 外祖父 (w左i z丘fd)､
父鶴(fふqin)､ 伯父(bbf心)?叔父(shBfふ) . 男父(jiふfd)+ と ､ 女性 は ｢祖母(z品m丘) ･ 外祖
母(wa,i z品ma)､ 母親(m且qin) 姑母(g加n品) ･ 妖母(yim品)+ と な っ て おり､ 日本語 よ り複
雑で ある こ とを後に考察するが ､ そ れぞ れ ｢ 父(fふ)+ ｢母(m丘)+
L
と い う共通 の 形態素が抽
出さ れ る ｡ 両言語と も､ 頼の戟､ 親の兄弟姉妹を表わす語嚢 は親を表わ す ｢ 父+､ ｢母+ の
語形と関わりが ある よう であ るた め ､ ｢ 父+､ ｢母+ の 親族名称を先 に検討する こ と に する｡
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2 . 1 . ｢ 父+ ｢ 母+
2 . 1 . 1 . 日本語 の 場合
1)
(1) ｢ 父+
まず､ 辞書類の解釈を見 て み よう｡
｢ ちち(父)､ 芸 ヲ 重 ネ テ 云 フ 語o ( 中略) 応神紀､ 十九年二 ､ 国巣人 ガ天皇 ヲ 指シ 奉リ
テ ､ 麿ガ知 ト云 ヘ リ ､ カ ク云 フ ち ヲ 重ネ タ,ソ- ､ 乳 ヲ ちち ､ 又 ､ うま うま ヲ ま ま ､ 愛し愛
し ヲ はは ト云 フ 類ナ リ+ (『大言海』)
｢｢チ+ ( 父) : 男性 に対する敬称 ､ 父 の チ も これ に 当るo+ ( 『時代別国語大辞典 上代
編』)
｢チ+ ( 父噸) ｢チ チ ･ ヲ ヂ の チ ､ 祖先･ 男栽 の 意+ ｢男頼 ま た は そ れ に 類す る もの に対
す る尊称+(『岩波古語辞典』)
ま た ､ 『日本国語大辞典』 に は､ ｢ ち+ を次の よう に解釈して い る o ｢男子 を敬 っ て い う上
代語o ち ち､ か ぞ ｡ 他の 語 の 下 に付い て 用い られ る 場合 は､ 連 商 に よ っ て ｢ぢ+ と なるこ
と もある｡+
以上 で わか る よう に ､ ｢チ+ は最初か ら ｢ 霊+の 語義をも っ て い たが ､ 転 じ て ､ 権力 のあ
る天皇 ､ 男性を敬意を も っ て指 すよう に な っ た と考え ら れ る｡
つ ぎに ､ い く っ か の 語例 を時代順 に 見て み る :
白億 の上 に桟臼を作り横臼 に 醸み し大御酒美味に 聞 しもち会せ麻呂賀知 (ま ろが父)
(『古事記』 中 ｡ 応神 ｡ 歌謡)
奥床 に母 はい 寝たり 外床 に父 (ちち) はい 寝た り (『万葉集』 13 . 3 3 1 2)
父 爾雅云父為考 く和名知 ゝ) (『十巻本和名抄』 一)
ちち の 大輔の君 はほ か に ぞす み ける｡ こ こ に は時々 ぞか よひ ける ｡
( 『源氏物語』 ｡ 末摘花)
人 の おや をちち とな づく｡ 如何 o 答､ ちち は父也o たね つ ぎを反せ ばて ち とな る ｡ 種続也｡
(『名語記』 ･ 三)
ちち は子を呼ぶ夜 の 鶴 我 は夫 (っ ま) 呼ぶ 野辺 の雅 (浄瑠璃 『五十年忌歌念仏』 中)
以上か ら見れ ば､ ｢父+ は､ 最初か ら ｢チ+ の 語形が あ っ た と考え て よ か ろう｡ そ の 後 ､
他の ｢チ+ との 混 同を避ける た め に ､ ｢チ+ か らそ の 反復形 で ある ｢チ チ+ に な っ た ｡ 但し､
｢チ+ は最初か ら ｢父+ の意 を表わ して い た の で はなく､ 威力 の あ る神霊を称 え る語 で あ っ
て ､ しだ い に ､ 天皇 ､ おと こ祖先を含む男子 の 尊称とな り ､ 早 く奈良時代 か ら ｢チ チ+ の
語形 をとれたo ｢チ+ は ｢麻呂賀知 (ま ろが父)+ ｢オ ホ ヂ+ ｢ヲ ヂ+ の よ う に ､ 上 位世代の
勇性戟族語嚢の 語形の 一 部に な っ た .
(2) ｢ 母+
まず､ 語例か ら見 て み よう｡
i
汝が披伴(ハ ハ)に 噴吾 は行く青雲 の出で来我妹子あ ひ 見て 行かむ (『万葉集』 1 4｡3519)
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知智 ノ ミ ノ ､ 父ノ 命 ､ 波播 ソ バ ノ ､ 母 (は は) ノ 命
父 はな ほ びと に て ､ は はなん 藤原 なりける｡
蓮花 の 花園よりと い ふ 人の あり つ れば､ ははの 恩の かな
'
L く
ゐ て 参り つ る
はわ に と へ とお ほせ らる ｡
｢ 母 ハ ワ+
こ の はわの な げきの なか に
｢F a u a(ハ ワ)+
(『万葉集』 19 . 14長歌)
( 『伊勢物語』 1 0)
乳房の 恋 しさ に なむ
(前 田本 『字津保物語』 ｡ 後陰)
( 『古本説話集』 五六)
(『法撃経単字』)
(『日蓮遺文 一 富木尼御前御書』)
( 『日葡辞典』)
先(まづ) か な らず母が振舞をし て後に ､ 父が芸をっ かうまつ り候を ( 『古今著聞集』20｡678)
母の意 を表わす単音節の ｢ハ+ は見 つ か らな い が ､ 『大言海』 の ｢はは+ の 項で は ､ ｢( 波
紋) 愛し ノ 首音ノ ミ ヲ重 ネ テ云 ヘ ル ニ テ ､ 小児語 ニ 起 レ ル ナ ラ ム . 父ノ 霊霊 ノ 如 シ ､ 又 ､
母ヲ い ろ は ト云 フ ト キ ハ ､ はノ ー 音 ニ 云 ヘ リ ｡ 我 が身 ヲ生 メ ル 女 ｡+ と解釈した と おり ､
｢ハ シ (餐) +の 首音､ 又 は母 の 意 の 古語 ｢イ ロ -+ の ｢-+ だ けを重ね た もの は最初形 と
見られ て い る｡ 平安以降近世ま で - 行転 呼音の 形 をと っ て ｢- ワ+ とな っ て い た が ､ 室 町
末に は ｢ハ ワ+ の 他に ｢- -+ と記 した文献があ っ た｡ 室町末､ 江戸期か ら は再 び ｢- ハ+
に戻り､ 現在 に至 っ て い る ｡
意味 に お い て は､ 母 の意 の古語 ｢イ ロ ハ+ ( 国語蟹心妙) な どから見れば､ ｢- ハ+ は最
初か ら母の 意 をも っ て い たと考え て よか ろう｡ ｢ 母+を意味する ｢ハ ハ+ は意味を類推 して ､
上位世代 の親族名称 の 語形の 一 部を構成する こ とが考え られ る ｡
2 . 1 . 2 . 中国語の 場合
(1) ｢ 父+
まず ､ ｢父(fd)+ の字義を辿 っ て み る｡
字形 か ら見て ､■｢ 父+の語源説 は ,｢手に石斧を持 っ て打 つ 意+
引』)､ ｢手に 杖を持 っ 意+(『説文解字』)､ ｢手に鞭を持っ 意+
(郭抹若氏､ 『甲骨学文字篇
( 『廉漢和辞典』)な どが あ
るが ､ い ずれ も ｢権力を持っ+ よう に解釈で きそう｡ それ は ｢ 父+ 字の本義と言 え よう｡
『説文解字』 に は､ ｢ 父
に は､ ｢率､ 同連､ 先導也､
ば､ ｢ 父､ 甫也､ 始生 己也+
度教子也+ とある ように ､
こ戟+ の 意 に なる｡
拒也 家長率教者+ とある が ､ こ こ の ｢率+ は､ 段玉裁氏の 注
経侍亦借父為甫+ と な っ て い るが ､ 『搾名』 の搾親族篇に よれ
と い う｡ 『贋雅』 の釈親篇に も ｢白虎通義云 ､ 父者拒也 ､ 以法
｢ 父+は ｢ 一 家の長として ､ 己を生 み ､ 子を教育､ 保護する お と
いくつ か の語例を見て みる ｡
①父今生我 ･ 母今鞠我(父母われを生み育て)2)
②父今母骨 畜我不卒(父 よ母よ われを見捨て給ふ か)
③既有肥狩 以遠諸父(肥えし子羊あるからは いぎもて諸父(おじ)たち招かん)
(『詩経』 ･ 蓉我)
(『詩経』 ･ 日月)
(『詩経』 ･ 小雅 ･ 伐木)
④七父君顧先恩､ 豊厳君是(おじたちはもし恩を念じるのであれば､圧っといてはいかない) ( 『周書』 ･ 粛誉伝)
⑤父義和､ 杢額文武､ 蒐慎明徳 (『書』 ･ 文侯之命)
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⑥維師尚父､ 時椎鷹揚 (尚父､ 太公望 の こ と) ( 『詩経』 ｡ 大雅 ･ 大明)
⑦漁父見而問之日(漁父 がそ れ を見 て尋ね て言 っ た) (『楚辞』 ｡ 漁父)
⑧孝子撫培競 父骨知来不(孝子は泣き込んで､父はもう戻っ てこないのか) (『松柏篇』)
『爾雅』 ･ 搾親篇に は､ 次の よう に 述 べ て い る ｡
父為考､ 父之考為王父､ 王父之考為曾祖王父､ 曾祖王父之考為高祖王父｡
父之世父叔父為従祖祖父､ 父之世母叔母為従祖祖母､ 父之昆弟 ､ 先生為世父 ､ 後生為叔父､
父之従父昆弟為従祖父､ 父之従祖昆弟為族父｡
母之考為外王父 ､ 母之王考為外曾王父
以上 の 語例 の ①②⑧ は ｢ 父+ の 意 で あ る ｡ 『爾雅』 ･ 搾親篇 で分 か る よ う に ､ ｢ 父+と
｢考+ と は対応して い る語 で あり､ そ れ ぞ れ ｢ 生存中の 父+ と ｢ 死後の 父+ を表わ して いた｡
｢ 父+は父 の 直系､ 傍系尊族及 び母 の 直系尊族に使われ て い た ｡ ③④の ｢父+ は ､ 同姓 の親
族に お い て言うもの で あり ､ 異姓 の母方 の祖父 に使わ れ え た の は､ 母 より上 の 世代 に ある
か ら で ある ｡ 異姓 の 母方の お じ に も ｢ 父+が使わ れ る よ う に な っ た の は ､ そ の 後 の こ とと
い う ｡
⑤に つ い て は､ 孔伝 に ｢文侯同姓 ､ 故韓日父+ と 注が あ っ た よう に ､ 天子 は同姓 の 諸侯
を､ 諸侯 は同姓の 大夫を皆父 と い う｡
『春秋』 に ､ ｢ 公及邪儀父､ 盟与蔑｡+ (穀梁侍日､ 儀 ､ 字也､ 父 ､ 猶樽也 ､ 男子之美称也)
とあ っ たよう に ､ ｢ 父+ も⑥⑦の よう に ｢甫/侍+ と通 じて ､ 男子 の美称 ､ 尊称 ､ あ る職業
に 従事する男子 に も使わ れ て い た｡
｢ 父(fふ) +は古くか ら ｢ 家長+の 存在 と し て ､ 己を生む 男親 を含む 同姓 の 上 位世代 の親
族を表わ す｡ 大家族の 中で ､ 己を生 む我と他 の ｢家長+ と を区別 す る た め に ､ 後 者に そ れ
ぞ れ 階層 ､ 世代を表わ す修飾語をっ けて ｢祖父(z丘fd)､ 世父(sh
'
1fd)､ 叔父(sha fa)+の よ
うに して ､ さ ら に ､ 異姓 の 上位世代 の親族 に も用 い ら れる よう に な っ たの で ある ｡
(2) ｢ 母+
｢母 牧也 ､ 従女象妻子形､ 一 日象乳子也+0 (『説文解字』 1 2･ 下)
｢ 母 冒也 ､ 含生 己也+ (『浮名』 ･ 拝観属)
乳で 子 を噛む とい うの は ｢母(m品)+ の本義で あり､ 母 の 姿 の表現か ら ｢ 母+の 意 へ 転化
した と考え られ る ｡ ｢母+ の 語例と して は､ 次の よう に挙げて み る ｡
①父今生我 母骨鞠我(父母われを生 み育て) (『詩経』 ･ 蓉我)
②耕心天天､ 母氏勧労(いばらの若芽若くして母の苦労ぞ限りなき) (『詩経』 ･ 凱風)
③行年四歳､ 男奪母志( けになったとき､母方の叔父が母の志に反して他家に亨碓させてしまった). (『陳情表』)
④諸母漂､ 有 - 母見信飢､ 飯信(洗凱ている何人かの老臥は鮪がお腹が空いているの梱り､韓信に飯を食べさせた｡)(筆者訳)
(『史記』 ･ 推陰侯列伝)
⑤王日 : `母置之､ 吾己決夫 ” (ご心配なさらないでください､私鵬う決めれ たから)(筆者訳)
(『史記』 ･ 廉頗蘭相知列伝)
⑥生三 人 ､ 公毒乏母｡”奪取注 : 母､ 乳母也. (『国語』 ･ 越語上)
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⑦母之姉妹為従母 (『爾雅』 ･ 樺戟)
上 の ①②③の例 に お い て は､ ｢母+ の 意と な っ て い るが ､ ④ は ｢ 老婦人+ の 意 で ､ ⑤ は ､
婦人 に 対する尊称 とな っ て い る｡ ⑥に お い て は､ こ こ の ｢ 母+は 『説文通訓定馨』 に ｢母 ､
毘借為嬉+ とあ っ たよう に ､ 乳母 の 意を表わ し て い る ｡ ⑦に お い て は､ 女性の 上 位世代 の
親族を表わすが ､ 段玉裁氏の 『説文解字注』 の ｢姑+ の 項 の 中に ､ ｢ - ｡其稀可 氾用之不可
毘借者父母是也｡ 故同姓有父母異姓無父母 ､ ( 中略) 姑(父の姉妹､ 筆者注) 未聞稀母也､ 母之兄
弟未聞稀父也 ､ (中略) 惟外祖父外祖母則以父之父母例之而得栴 ､ 従母則以父 之昆弟稀従父
例之而得稀 - - + とある ように ､ 最初 は､ ｢母+ は親より上位世代 の 女性尊族及 び母 と親 し
い 関係 に ある母の 姉妹に の み使われ て おり ､ 父 の 姉妹 に は使 われな か っ た よう で ある ｡ そ
の 後､ 親世代 の 親族及び姻族を含む異姓 の 上位戟族 に も用 い る よ う に な っ た ｡ こ れ に 関 し
て は､ 親の 兄弟姉妹を表わ す親族名称 と関連 さ せ詳 しく考察 し た いの で ､ 今後 の 研究 に 譲
る こ と に する ｡
こ の よう に ､ ｢ 母(m品) +は子を生 み ､ 乳 で 噛む こ と か ら ｢母+ の 意 を持 ち ､ さ ら に世代
を表わす修飾語を つ ける こ と に より上位世代の 親族 に も用 い られ る ように な っ た ｡
2 . 1 . 3 . 日本語 の ｢父母+ と中国語 の ｢ 父母+
日本語 で は､ ｢母父 (オ モ チ チ) も妻も こ どもも高 々 に来む と待 つ らむ人の悲 しさ (万葉 ･
13･3340) +とある ように ､ 勅 の こ とを ｢オ モ チ チ+ とい う表現 が見 られ る ｡ こ れ に 対して ､
中国語 で は ､ ｢害幹害否 ､ 蹄寧父母+ (い ず れ を洗 い い ずれ をの こ して はやく我 が 父母 の み
もと に) の よう に ､ お や の こ とを ｢ 父母 (fdm品) +と言 い ､ 父 が 先 に い われ る の は日本語
と正反対で ある ｡
そ の 後､ 日本語の ｢オ モ チ チ+ は ｢チ チ ハ ハ+ へ 変化 した が ､ こ れ は 中国 の 儒教思想 の
影響に よる もの と考え られ る ｡ ｢我国の 風､ 両親の 肉､ 多く母 に就 は親 しみ を主 とす る也+
( 『倭訓菜』) とある よう に ､ 日本の古 い親族組織に おける考え は､ ｢ 己を生む+ 父の ほ うが
重要視さ れ る中国 の宗族､ 儒教思想と は対照的で ある｡
2. 2 . ｢ 祖父+ ｢ 祖母+
2. 2 . I. 日本語の 場合 3)
こ こで は､ 語形 と意味に着目 して 時代順 に考察して み た い ｡
(1) 奈良 ･ 平安時代
まず､ 古辞書類や文学作品の ｢祖父+｢祖母+ の語例を見 て み る ｡
｢祖父+ の 語例 は次の よう に挙げる｡
祖父 於保知 (『和名抄』)
祖父母 ｢於保知 ･ 於保披+ 外祖父母 ｢ 母方於保遅 ･ 於保波+(『令集解』)
春宮 (とう ぐう) の御祖父 (おほ ぢ) に て (『源氏物語』 ･ 桐壷)
あれ は､ 祖父 (おは ぢ) お はせ ま しかば (『宇津保物語』 ･ 後陰)
母方の祖父 (お はぢ) なりける 宮の家 なりける 伝りて侍るを (『落窪物語』 ･ 二)
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今昔､ ( 中略) 延利ガ父 ､ 惟明 ガ祖父也
祖父 オ ホ チ
祖父 オ ホ チ 父之父也
｢祖母+ の 語例 と して は､
祖父母 古記云 - 俗云於保知於保波也
祖母 オ ホ - ､ 母之母 や
( 『今昔物語集』 ｡ 2 8. 1 3)
(『類衆名義抄』)
(『黒川本色葉芋類抄』)
(『令 ｡ 喪葬 ｡ 集解』)
(『黒川本色葉芋類抄』)
客人 っ ぶ さ に夢の 状を 述 べ ､ 翁(お ほ ぢ)揺(於保波)をわが先 の 父母 とい ふ
(『霊異記』 ｡ 上 ｡ 1 8｡ 訓訳)
か の おばに語 らひ 侍り て 聞 こ えさ せ む
姥 老母 オ - オ ウ ナ
祖母 ウ - 外祖 母 ウ - 母方
かか れ ど､ お ほ ぢ､ うば候 ひ をり
( 『源氏物語』 ｡ 若紫)
(『名義抄』)
(『黒川本色葉芋類抄』)
(『芋津保物語』 ｡ 吹上上)
以上 の例か ら見れ ば､ 祖父 の 語形 は ｢オ ホ ヂ+ と な っ て い る が ､ 祖母 の 意 を表 わ す語に
は ｢オ ホ バ ｡ オ バ ｡ ウ バ+ が見 られ る o ｢オ ホ ヂ+ と ｢オ ホ バ+ は対応関係 に ある語 であり､
｢ヂ+ と ｢バ+ の 違 い が ある の み で ､ ｢オ ホ+ は共通 して い る o ｢オ バ ¢ ウ バ+ はそ の 後 に現
れた語形 と考え られ る ｡
上代 に お い て.は､ ｢オ+ と ｢ヲ+ は ｢大+ と ｢ 小+ の 対 応関係 を な し て い た ｡ ｢オ ホ ヂ+
の語構成 は ｢オ ホ( 大)＋ チ( 父) +か ら ､ さ らに ｢オホ ＋ チ チ+ となり ､ ｢オ ホ ヂ+ と な っ た
もの と考え られ る o 祖母の 語形 も ｢オ ホ(大)＋ - - (母) +の 発想 で ､ さ らに ｢チ+ と ｢ハ+
との 対応関係か ら推定 で きる もの と見て い る ｡ そ れ と 同様 に ､ 古代常 に 見 られ る親 の 兄弟
姉妹の 語形 ｢ヲ ヂ+ ｢ヲ バ+ も､ ｢ヲ(小)＋ チ( 父)+､ ｢ヲ(小)＋ ハ ハ (母)+ か らな る と考え
られ る｡
平安時代に入 っ て ､ 祖母 を表わす言葉に は ｢オ ホ バ ･ か ヾ ･ ウ バ+ が み ら れ る ｡ ｢ 祖 母+
の 語形 が変化し て ､ ｢オ ホ バ+ ｢オ バ+ ｢ウ バ+ の語形 が見 られ る の は､ 佐藤氏(1986)は ､ 9
世紀末か ら10世紀 に か け て ､ 唇 音の 連続 で あ る オ ホ バ は ｢ホ (- 行転 呼音 で｢ヲ+)+ 香
｢オ+ に 融合さ せ る こ と に よ っ て ｢オ バ+ に か わ っ たもの と見 て い る ｡ さ ら に ､ 11世紀初め
ごろか ら ｢オ+ と ｢ヲ+ とが混 同 し はじ め､ ｢オ バ(祖母)+ と ｢ヲ バ(伯/ 叔母) +と が同
音に なり､ 示差的 で なく な っ た た め ､ 1 2世紀か らオ段と り段の 母音交替に より､ ｢オ バ+ か
ら ｢ウ バ+ に変わ っ たと し て い る ｡
上 の語例か ら見 れば､ ｢祖父+ の 語形 は ｢オ ホ ヂ+ とな っ て い るが ､ ｢オ ホ バ+ が ｢オ バ+
に変化したと同様に ､ ｢オ ホ ヂ+ が ｢オ ヂ+ へ 変化 す る可能性も考え られる ｡ ｢オ ヂ+ の 語
形 に つ い て は､ 佐藤氏(1986)は詳しく触れ て い な い が ､ 江戸初期の 『裏革二行節制 の
｢祖父 オヂ+ に対 して ､ ｢オ バ+ に対応 させ る ため の ｢ 理論上 の 語形か+ と とらえ ､ ｢オ ホ ヂ+
が古形を保 っ たまま ､ 江戸期に 入 っ て か ら､ ｢ヂ ヂ+ の語形 へ 変化した と し て い る ｡ 然 し ､
『上代語辞典』 で は､ 平安末期以降の ｢オ+ と ｢ヲ+ の混 同に よ る ｢オヂ+ と ｢ヲ ヂ+ の 訓
注 の 混 同(例え ば､ ｢老翁 此云烏賦( をぢ)+の ｢ をぢ+を｢お ぢ+ と訓 す べ きだと)を指摘し､
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｢｢オ+ は大 である か ら こ そ尊称 と なる の で ある+ と ｢オ ヂ+ を ｢ヲ ヂ+ の 対 と し て ｢ 老人
を尊ん で い う語+ と見て い る ｡ 『日本国語大辞典』､ 『角川古語大辞典』､ 『岩波古語辞典』 ･に
も ｢ヲ ヂ+ と別項と して ､ ｢オ ヂ+ の 項をた て ､ ｢オ ホ ヂ+ か ら変化した語 で あり ､ ｢祖父+､
｢年老男子+ の 意を表わす と して い るが ､ ｢ヲ ヂ+ と訓注 した語例が あり ､ そ の 時代 に 主 に
｢祖父+ と ｢ 老翁+の どち らの 意 と して 使われ て い た か ､ 確認 の 作業が必要 で ある が ､ ｢オ
ヂ+ へ の 変形が あ っ た と認め た ほ うが より妥当で あろう｡ ｢オ+ が ｢ヲ+ に混同さ れた ため､
発音を表わす ｢ヲ ヂ+ と表記され て い た ｢オヂ+ が ｢オホ ヂ+ と共存 して い た と考え られる｡
意味に お い て は､ 奈良時代 で は ｢オホ ヂ+ ｢オ ホ バ+ は戟族名称 と して 使わ れ て い た ｡ 平
安時代 に 入 っ て か ら､ 上記 の語例で わか るよう に ､ ｢オ ホ バ+ は ｢オ バ ｡ ウ バ+ に 変わ る と
同時に ､ 一 般名称 と して ｢ 老婆+ の意 に も用 い られた よう である が ､ ｢ 老翁+を表わす ｢オ
キナ+ と ｢ 老婆+ を表わす ｢オ ミ ナ+ が主流 の よう で あ っ た｡
(2) 鎌倉 ｡ 室町時代
軍記物語 ､ 説話物語及び辞書類 の 語例 を見て みよう｡
母方 の 祖父太大夫そ だて て 見む と て そ だ て た れ ば､ (『平家物語』 8 ｡ 緒環)
(｢オ ホ ヂ+､ 親族名称 ｢祖父+ の 意)
祖父の孫ぞ と恩 ひ出して ､ 思 ひ きる ベ し｡ (『曽我物語』 3由比 の み ぎは へ ひ きい ださ れし事)
( ｢オ ホ ヂ+､ 親族名称 ｢祖父+ の 意)
祖父泰時､ ｢ナ シ ニ 制 ス ル ｡ 我夢 ニ 見夕 ル事ア リ｡ (下略) +ト､ 申サ レ ケル ニ ､ (『雑談集』3)
(｢オ ホ ヂ+､ 親族名称 ｢祖父+ の 意)
い ざい ざ庭を はさん とて ､ 祖父 は はうきを取りもち､ わうぼ遅しとすすむ れば(謡曲集･暗君)
(｢オ ホ ヂ+､ 一 般名称の ｢老翁+ の 意)
中ごろの こ となる に ､ 津 の国難波の 里 に､ おうぢと ､ うばと侍り｡ (『御伽草子』 ｡ … 寸法師)
(｢オ ホ ヂ+､ 一 般名称 の ｢ 老翁+の 意)
辞書額の例の 語形を見て み るo
祖父 ヲ ヲ ヂ ( 明応五年本､ 天正十七年本､ 鰻頭屋本､ 黒本本の 『節用集』)
祖父 オ ホ ヂ (『易林本節用集』
ノ)
祖父お々 ぢ 父母 の おや也 (『和漢通用』)
v6gi(ヲ ウ チ) 祖父 (『日葡辞典』)
以上 の例で は､ ｢祖父+ はす ベ て ｢オ ホ ヂ+ とな っ て おり､ 親族名称の ｢祖父+ の意をと っ
て い るが ､ 他の辞書に は､ ｢祖父 オチ+(『撮壌集人倫』)､ ｢祖を ぢ､ は じめ ､ そ+ (『落葉
色葉』) の よう に ､ ｢オヂ+ の 語形 が見 られる｡ 意味に おい て は ､ 中世 に入 っ て ､ 老 翁を表
わす ｢オ キナ+ は衰退し､ ｢癖ある翁+(『宇治拾遺物語』 1･2)､ ｢売炭の翁+ な ど､ 特定の
老翁 の意 に用小 る よう に な っ た た め､ ｢オ ホ ヂ ･ オ ヂ+ は 一 般名称 と､して ｢ 老翁+ の 意 に も
用い られた｡
一 方､ ｢祖母+ の語形 は前代に おい て ｢ウ バ+ に転じ たが ､ こ の 時代で も､ 以下 の 語例 が
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示 した通 り ､ ｢ウ バ+ の 語形 をと っ て い る o し か し､ ｢ウ バ→ は転義と して ､ 一 般名称の
年をと っ た ｢老婆+ の 意 に も用 い られ ､ ｢祖母+ と ｢ 老婆+
･
と の 二 義が併用 さ れ る ように
な っ た ｡
まず､ 鎌倉時代 の市辞書 『名語記』 を見 て み る ｡
問 父母ノ - - ヲ ウ - ト ナ ツ ク如何 答 ウ - 祖母 ト カ ケリ ム - 也 マ ス ハ - ノ 反 母
力 母 ナ レ増母也
次 乳母 ヲ ウ ハ トイ ヘ リ如何 コ レ - オ ツ - - ノ 反 ニ ア タ レ リ 下 母 ノ 義也
次 惣 シ テ老娩 ヲ ミ テ - ウ - トイ ヘ リ如何 ソ レ - 祖母 ノ ヨ - ヒ ナ レ - 准 シ テ ム - トイ
ヘ ル ニ コ ソ
『名語記』 で は､
取り上 げて みれば､
祖母 ウ バ 母也+､
書』 で は ｢ 姥ウ ハ
｢ウ バ+ は祖母 ､ 老婆､ 乳母 の 意味に解釈 さ れ て い る が ､ 他 の 古辞書を
『鰻頭屋本節用集』､ 『易林本節用集』 で はそ れ ぞれ ｢優婆 ウ バ 老女
｢祖母 ウ バ 父 方 外母同 母方 老婆 ウ バ+ と な っ て おり ､ 『宣賢卿字
( 中略)佃母 ウ -+ と ､ 『文明本節用集』 で は ｢祖母 ､ ウ バ ､ 母 の 母也+
と な っ て おり､ ｢祖母+ と ｢老婆+ の 二 義 の み が挙げられ て い る｡
語例と し て は､ 次の通 り挙げて み た ｡
を さ なき心 にあさ ま しく なげきて ､ うばに ともすれば､ うれ へ 怠状 しけれ ども､ 猶ゆ るさず
(｢ウ バ+､ 一 般名称 の ｢ 乳母+ の 意) ( 『古今著聞集』 1 5
･
･ 497)
妻の うば ｢こ は い か なり つ る事ぞ+ と問 べ ば ､ ( 『宇治拾遺物語』 1 ･ 3)
( ｢ウ バ+､ 頼族名称 の ｢祖母+ の 意)
と に かく ､ うば さま の ､ 御命を よく よ ぐ惜しま せ給ふ べ し (『御伽草子 ･ 唐系草子』)
( ｢ウ バ+､ 額族名称 の ｢祖母+ の 意)
い づ く よりか来たり つ らむ ､ 大床 の 辺 より ､ 世に恐 しげな
.
る白髪 の うば参りたりけり｡
( ｢ウ バ+､ 一 般名称 の ｢ 老婆+ の 意) (『古今著聞集』 1 5･ 497)
此姫は老翁 (おきな) 老婆 (うば) が儲 た る孤子也 (『太平記』 ･ 2 5･ 自伊勢進宝剣事)
( ｢ウ バ+､ 一 般名称の ｢ 老婆+ の 意)
古く か ら ｢乳母+ を表わす語例 と して は､ 次の ように 取り上 げる｡
麦に 磐坂皇子 の 乳母 (め の と) 育 (は へ) り
ち ごの めの との ､ た だあか らさ ま に と て い で ぬ る ほ ど
やが て乳母 (めの と) うち具 し て 常陸 へ 急 ぎくだ りけり
幼き時よりう はに 養ぜ られ て 伊東に ありけり.
(『日本書記』 ･ 顕宗元年2月)
(『枕草子』 ･2 5･ すさまじきもの)
(『宇治拾遺物語』 ･ 3 ･ 9)
(『大山寺本曽我物語』 ･ 4)
さ らに ､ 『角川古語大辞典』 の ｢ うば+ の頓に は､ ｢ 近世､ 乳母の こ と を ･｢ う ば+ と い う+
と あるo 以上を合わせ て みれ ばわか る よう に ､ 古く か ら乳母 の 意 を表わす に は ｢メ ノ ト+
が使われて おり､ こ の 時期 は ｢ウ バ+ の乳母の■意 の 成立期で ､ 乳 母の 意 の 顕在化が 中世ま
で な か っ た と考え られる｡
中世に おい て は､ 祖父母の 語形 は それぞ れ上代 の 語形 ｢オ ホ ヂ ･ オ ヂ+､ ｢ウ バ+ を保 っ
て い るが､ 語義は､ ｢オ ホ ヂ+ は祖父 の 意 の ほか ､ 一 般名称 の 老翁 の 意 を示す例も見 られ て
い るo ｢ウ バ+ は親族名称 の 祖母 の 意の ほか ､ 一 般名称の 老婆の 意をも表 わ し､ 乳母 の 意 を
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示すもの も顕在化 し つ つ ある ｡
(3) 江戸時代
･近世に 入る と ､ ｢祖父+ の語形 に は新しい 語形 ｢ヂ ヂ+ お よびそ の 音便形 ｢デイ+ が現れ ､
語義 に お い て も､ 鵜族名称と 一 般名称が顕在化 して い る .
語例を取り上 げて みれば､ 次の よう に なる ｡
｢祖父(ヲ ホ ヂ/ ソ フ)+､ ｢祖父(ヂ ヂ/ ソ フ) + ( 『合類節用集』)
(｢ヂ ヂ+､ 親族名称 の ｢祖父+ の 意)
祖父と祖母 と何事 をか い さか ひ けん ､ さうなく祖母を追 い出 しけり｡
( ｢オ ホヂ+､ 一 般名称 の ｢老翁+ の 意) (内閣文庫本 『薩摩笑』3_72)
茸入 して よろ こ びの盃 かず めぐりた る に祖父 (お ほ ぢ) 出合初対面 の時 ､ ( 同上･ 5 ･ 9 2)
( ｢オホ ヂ+､ 戟族名称 の ｢祖父+ の意)
昔昔､ おさ な な しミ より､ ともし らが の 祖父と祖母有. .(『私可多職』 5 ･ 18)
( ｢オ ホ ヂ+､ 一 般名称 の ｢ 老翁+の 意)
祖父 (お ほ ぢ) 死して後 に ､ 孫 を喰ける事 ( 『因果物語』 3 ･ 5)
( ｢オ ホ ヂ+､ 凝族名称の ｢祖父+ の 意)
江戸通町の か た ハ らに ､ 店倍 に て ､ ぢ ゝ とば ゝ をわ しけ る に ､ ( 『正直職大鑑』 1 ･ 1 0)
( ｢ヂ ヂ+､ 一 般名称 の ｢ 老翁+ の 意)
京中より聞ふ れ汲 に遣 はし､ 祖父が清水と い ひ な ら は し､ ( 『木朝桜陰比事』 3 ･ 3)
(｢デ イ+､ 親族名称の ｢祖父の+ の意)
江戸初期の辞書 の語例 は次の よう に な る ｡
祖父お は ぢ
祖父おぢ
祖父を々 ぢ､ ぢい - ･ 祖父をち
祖父 ぢい - - 祖父を々 ぢ
(寛永七年(1630)版本 『草書本節用集』)
(慶安 四年(1651)版本 『裏革二行節用集』)
(享保元年(1716)版本 『男節用如意宝珠大成』)
(『明和新編早引大節用集』)
祖父ぢひ - ･ ･ 祖父お ほぢ ( 天保七年(1836)三刻本 『都会節用百字通』､ 寛政十三年(1801)初亥f])
｢オ ヂ+ の 語例 と して は､ 次の よう に挙 げて みる ｡
七歳の 時に父 を喪ひ ､ 母 か たの 男 (オ ヂ) の許に 養はれ しに ､
九歳の 時､ 其勇も死す｡ (『折たく柴の 記』 下)
半兵衛夫婦 っ ど つ ど に けるの 御苦労世話 の礼｡ 何 や ら物を云 い た げに ､ 振り向く宿老を目
で と どめ椎子抱きおぢうばば 一 問 へ (浄瑠璃 ･ 『艶容女舞衣』 三勝半七)
『近松門左衛門 ･ 大経師 ･ 中』 に は､ ｢翁 (をぢ) 娩 (うば) っ き添うて 死 な ば栽子 一 時
に+ の 例が 見 られる ｡ ｢内証 は伯父 (をぢ)､ 姪 ぢや げな+ の 中の ｢伯父をぢ+ と同様に
｢翁+ を ｢ をぢ+ と訓して い る が ､ ｢オ､ ヲ+ 混同後 で は仮名遣 い の 区別 の か わり に漢字表
記をも っ て 区別 して い る と考え､ こ こ の ｢をぢ (翁)+ を ｢オヂ+ と見て よかろう｡
こ の よう に ､ 上代か らの ｢オホ ヂ ･ オ ヂ+ は江戸初期に な っ'て ､ ｢ヂ ヂ+ ｢デイ+ へ の 語
形変化が 見 られた｡ 語形変化の 原因と して は､ 後述 の 祖母の新語形 ｢パ パ+ と関連 し て い
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る と み て い る が ､ 休系的対応をな すた め に ､ ｢ウ バ - パ パ+ の 変化 に応 じ て ､ ｢オ ヂ E - ヂ ヂ+
へ と変化した と考え て よか ろう｡
一 方､ ｢祖母+ を表 わ す語形 に も変化が見 られ た ｡
まず､ 江戸初期の辞書類め例を取り上げて 見れば､ 次の よう に な っ て い る ｡
祖母うば父方 外母 母方同 老婆うば 祖母おば非伯母也
(寛永七年(1631) 版本
祖母 ば ば 祖母うば 父方 外母 母方同 優婆うば 老婆う ば
(貞亨三年(1687)版本
婆々 ばば 祖母を々 ば 乳母 うば (亨保元年(1716)版本
｢ウ バ+ に祖母と老婆の 意があ る こ とが示 され ､ 古 い ｢オ バ+
『草書本節用集』)
平人云老女也
『真草両点広益二行節用集』)
『男節用如意宝珠大成』)
も挙げて い る ｡ 18世紀以降
で は､ ｢パ パ+ の 語形と ｢乳母+の意 と して の ｢ウ バ+ の登場が頻繁に な っ て きたようで ある｡
｢ 乳母+ を表わ す ｢メ ノ ト+ は江 戸時代 に 入 っ て か ら衰退 し､ 乳 母 の 意 に 馴 ､られる
｢ウ バ+ の 例と して ､
お とぅさ ま ､ お乳 の人 を召 し て ､ ｢な ふ う ばきか しめ｡ 殿の し じの 跡 に ､ 何 や らん ぶ らめく
が ､ あれ は何 ぞ+ と い はる る ｡ ( 『きの ふ はけふ の 物語』 下 5 4)
本乳母(う ば)抱娩(だ きうば)と て 二人 ま で氏す じ ゃ うま で を
吟味 して ( 浮世草子 ｡西鶴織留 ｡6｡3)
な ふ
､ そ こな 子 の うば､ 其子を 眼蔵 - つ れ て 行 て ､ 愚僧 が 子供 と ､ の の さ ま事な り とさせ
て すか しや れ ｡
､(『当世口 ま ね笑』 3.｡ 5)
五十 あま りの うばらしきが ､ ふ り わり髪 の子 を い だ きて ､ ( 『二 休噌』 5 ｡ 石山 )
以上 の よう に ､ ｢乳母+ の意 の ｢ウ バ+ は当時の 日常 一 般 に用 い る語 と な っ て い る ようで
ある ｡
｢ウ バ+ は ｢祖母+､ ｢ 老婆+ の 意 と して も､
こ こ に 齢は百年 に近 づ きぬ る姥 (うば) 一 人 ､ (『ね ごと草』 上)
風情物ふり た る若き人 ､ 七旬ばか りの う ばを連れ立 ち ( 仮名 ｡ 『可笑記』 ･ 4)
な どの よう に 用い られ て い た よう で あ るが ､ 江戸時代 に 入 る と ､ ｢祖母+＋ r 老婆+の 意 と
して の ｢ウ パ+ は用 い られる例が少 なく なり､ か わり に新 しい 語形イ パ パ+ が現れ た ｡
例と し て ､
けふ は祖母 (パ パ) の 命日と ､ 一 夕め し過 て 墓参りせ しに (噛本 ･ 『軽 口御前男』 ｡ 3 ･ 3)
辺 の女房､ 取上婆､ 是 は大事の事か な と て ､ 唐人呆ければ､ (『竹斎』 下 )
八十ばかり な る ばば､ 市に立 ちけるが ､ (『わ らい 草』 下 ･ 8)
江戸通町 の か た ハ らに ､ 店借 に て ､ ぢ ゝ と ば ゝ をわしける に ､ (『正直拙大鑑』 1 ･ 1 0)
｢パ パ+ の 語形 はい っ 現れ たか に つ い て は､ 岩波古語辞典 の ｢ ばば+ の 頓 に ､ ｢ま ろ はう
ちの う へ より も宮よりの ばばを こ そまさ り て思 ひ 聞ゆ れば+ とあ っ て ､ 早くも 『源氏物語 ･
御法』 に 語例が見られ るが ､ 新 日本古典文学大系 に は､ ｢幼児語 に ､ 祖父 ､ 祖母を ｢ ぢぢ
(令)+､ ｢ ばば(婆)+ と称 した ろうと推定して おく+ と注 が 付 い て い る の で ､ 正式 に 語形
変化を行 っ た の は近世に入 っ てカ?らの こ とと考え て よか ろう.
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｢祖母+ の 意 に ｢パ パ+ と ｢ウ バ+ を用い る例が ある ことか ら､ ｢ウ バ+ と ｢パ パ+ と が
混用され なが ら ｢ウ バ+ か ら ｢パ パ+ へ 肩代わ りさせ る時期で あ っ た よう で ある ｡
語形変化の原因 と して は､ ｢ウ バ+ は ｢祖母+､ ｢老婆+､ ｢ 乳母+の兼義で 意味の 分担が必
要に な っ たか ら新しい 語形が求め られ ､ ｢乳母+ と して の ｢ウ バ+ が使用され ず つ ､ ｢ウ バ+
の ｢ウ+ が脱落し て ｢バ+ と なり､ 単音節 の 不安定を防ぐため に ｢バ+ の 重複形 をと っ て ､
｢バ+ か ら ｢パ パ+ へ と変化した と考え られ よう｡
｢オ ホ ヂ+ の 語形 は､ ｢オ ヂ+ へ 変化したが ､ 前 に述 べ たよう に ､ ｢オ ヂ+ と共存 しなが ら ､
｢ウ バ+ が ｢パ パ+ へ の変形の 影響を受け､ 体系的対応の た め ､ ｢オ ヂ+ の ｢オ+ の 脱落 に
l
より ｢ヂ+ とな り､ そ の 重複形 ｢ヂヂ+ をと っ たと類推で きよう｡
｢ 父+､ ｢ 母+､ ｢祖父+､ ｢祖母+ の 語形及 び意味の 成 り立 っ 過程 を表 に ま と め る､と次の よ
うに な る｡
奈良時代 平安時代 鎌愈時代 室町時代 江戸時代
父 チ 僅､天皇､男性の尊削 - チ 牧) I- チ チ(父)E* チ チ 牧) - テ チ 牧) - チ チ(父) I- チ チ 佼)
母 (イ ロ ハ 保母)/ハ シ援シ)-) - ハ(母) E* ハ -(母) E* - ワ(守) - ハ ワ(母) - ハ ハ(母)
祖父
オホCt)＋ チ(父)- オホ ヂ(敵)E* オ ヂ( 駁)申 ホオヂ ･ オヂ(W E*オホヂ｡ オヂ(駁･ 梯 ･* オホヂ ･オヂ(駁･ 壌 去ヂヂ ･ デイ 敵)
オ㈹＋キ偶)＋ナ(琳のえ､｢人+の意)E*オキナ(鞠 ヰ オキナ(鶴) 申 オキナ(駈の瑞の劫 申 オキナ(綻の塊の劫 揺翁)
祖母
オ ホ 伏)＋ ハ ハ(母)E- オ ホ バ(祖母) 申 オバ 申 ウバ 僻 ･劫 申 ウバ(&母増婆･乳価 申 ウパ(祖母･老婆･乳母) - パ パ 撤母･老婆)
オ伽＋ ミ伽＋ナ(琳のネ､仙のi)ヰ オミナ(老勤
メ(妻)ノ オ ト嚇) - メ ノ ト(乳母) 申 メノ ト(%母) ウ バ 鳳母)
2
.
2 . 2 . 中国語 の 場合
『爾雅』 ｡ 樺鵜篇に は､ ｢ 父之考為王父､ 父之批為王母+ と ある｡ ｢考(k昌′o)+ ｢ 批(b
v
l) +
と はそれ ぞ れなくな っ た ｢父+｢母+ の 意で あるか ら､ 父 の父母 を ｢王父(wangfd)+ ｢ 王母
(w左ngmも)+ と称 した こ とが分か っ た.
ほ か の いく つ か の 例を見て み る｡
①祭王父日皇祖考 (『礼記』 ｡ 曲礼上)
②受玄介福､ 与其王母 ( 『易経』 ｡ 晋)
『轟文解字』 に は､ ｢ 王､ 天下所蹄往也+ とある｡ 呉其昌氏 に よれ ば ､ ｢ 王字之本義､ 斧
也､ 云天下所蹄往者+ と なり ､ そ れ は 『説文解字』 に基 づ い た もの で あるが ､ ｢ 王(wing)+
と父の 親世代と っ なが る説明に な っ て い ない ｡ 『爾雅』 の 郭氏に よる注 は ｢ 加王者尊之+ と
ある｡ 『古漢語常用字字典 修訂版』 の ｢ 王+の 項で ､ ｢春献 王鮪+(『周礼』 ･兼 官) の
｢ 王+ を ｢ 大+ と解して い る｡ 都訟行爾雅義疏 に ､ ｢ 然則祖父母而日王者､ 玉大也君也尊上
之稀､ 故王父母亦日大父大母+ とあ るよう に ､ 後義とさ れる ｢君主+ の 意より ､
L
｢大+ の 意
に解した ほうが よさ そう｡ 従 っ て ､ そ こ で ｢ 王父母+と は ｢大父母+ の 意味に 見 る べ きで
ある｡
｢ 大父(dafd)+､ .｢ 大母(da.m品)+ の 語例も次の ように 見 られ､ ｢王父+､ ｢ 王母+ と同義で
使われて い た ｡
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大父未死而有二十五孫 ( 『韓非子』 ｡ 五 恵)
異父母 ､ 大父母 ､ 衣純以績 (『礼記』 ｡ 委敬伝)
李太后､ 親平王之大母也 (『漢書』 ｡ 済川王伝)
次に ､ ｢祖(z丘)+ に つ い て は､ 『説文解字』 は ｢祖､ 始廟也､ 従示狙撃+ と解し て い るo
｢祖+ と は､ 最初は ｢始祖神の 廟+ の意 をも っ て い た と 考え ら れ る ｡ 例と し て ､ 『詩経』 .
甫田 に は ｢ 琴芝撃鼓､ 以 都田祖+ (琴悪しき､ 太鼓う ち､ 田 の 神迎 えて) が挙げられ る ｡
｢ 廟(miao)+に つ い て ､ 『説文解字義証』 に ｢ 廟､ 尊先祖児也+ と 注 が付 い て い る o 『詩
経』 ･ 大雅 ･ 生民序に は､ ｢ 生民､ 尊祖也+ と あり､ 孔頴達氏は ｢祖之定名 ､ 父之父耳､ 但
祖者､ 始也､ 己所従始也｡ 自父之父以上皆得構｡+ と注 して い る ｡ ｢祖+ は ｢ 人の 始+､ ｢ 先
祖+ の意をも っ て い る が ､ 父 の 父以上 の 世代 は皆 ｢祖+ と称す る こ とか ら､ ｢祖+ は最初か
ら ｢父の 父+ の み意味する名称 で なか っ た こ と がわか っ たo ｢祖+･はむ し ろ ｢高祖+､ ｢ 曾祖+
の よう に ､ 父の 父以上の 世代 を区別する た め に 用 い た ､ 階層 を表わ す こ とば で あ っ た こ と
が い えよ う｡ さ ら に ､ 父 の父 の み を意味する に至 っ た の は ｢高祖+､ ｢曾祖+ と 区別する に
至 っ た後 で ある と推軸で きそ う｡ 父 の ｢ 父･ 母+ と して の ｢祖父 ･ 祖母+ の 例 を挙げて み
る｡
祖父卒､ 而后為祖母後者三年
祖父揖 ､ 元康 中為塵陵太守
祖母劉 ､ 今年九十有六
(『礼記』 ･ 喪服小記)
( 『晋故征西大将軍長史孟府君伝』)
( 『陳情表』)
母 の 父 ･ 母 に つ い て は､ 次 の 語例が見 られ る ｡
悌母 ､ 司馬遷女也 ､ 憶始讃外祖太史公記 ､ 頗為春秋 ( 『漢書』 ･ 六六楊敵伝)
母 の ｢父 ･ 母+ は父 の そ れ と違 い ､ ｢外(w左i) +の字を付け て い う ｡ ｢外+ と は､ 『贋雅』 ･
樺詰 に よ れ ば､ ｢ 表也+､ お もて ､ そ と の 意 で あり､ ｢ 内(n占i)+と対をな して い る ｡ 『説 文解
字』 に も､ ｢外､ 達也+ が あり ､ ｢外+ は親しく な い 関係 を表わす に用 い られ る ｡
『爾雅』 ･ 樺親篇に は､
母之考為外王父 ､ 母之批為外王母 ､ 母之王考為外替玉父 ､ 母之王批為外曾王母
と ある ように ､ 異姓 の 母方の鵜族 に は ｢外(w ㌫)+ を冠 して言う｡
こ の ように ､ 古く か ら父の 父母と母 の 父母 は区別 さ れ ､ そ れぞ れ違 う親族名称が 用 い ら
れて い･る .
3 . おわりに
｢父･ 母+ に お い て は､ 両言語とも語形と意味は早く か ら定着し､ 不 変的な も の で り､
鵜族譜嚢の基幹となす存在とで も言え る ｡ 内容的に は ､ 中国語 の ｢父 ･ 母+ は最初か ら父
系 ､ 母系を区別する意識が あ っ た ｡
｢祖父 ･ 祖母+ に おい て は､ ｢ 大父 ･ 大母+ の 発想か ら構成さ れた点 で 両言語 は共通して
い る が ､ 日本語 の ｢祖父 ･ 祖母+ の 語形及 び意味は中国語 の そ れ と比 べ て ､ 変化が大き
か っ た｡
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注1) ｢父+､ ｢母+ を表わす語嚢は､ 上代におい て は ｢チ チ+､ ｢- -+ の はか､ ｢カ ゾ+､ ｢オ モ+ などがあ る｡
それ らの 語 が現在の親族語嚢の体系の 一 部をなして い る ｢チ チ+､ ｢ハ ハ + と共存して い た時代 に は ､ そ れ
ぞれ どうい う位置を据え たかに つ い て の 考察 は､ 現段階におい て ､ 敢えて報告を控える こ とにす る｡
2)
3)
中国語例文の 日本語訳は主 に 『新釈漢文大系』 によ るもの で ある｡
｢祖父母+ の 語形変化に つ い て は ､ 『国語論考Ⅰ . 語嚢の 研究』( 明治書院)に掲載された佐藤武義氏の
論文 ｢ ｢祖父母+ の語形変化+ を参照 された い ｡ 佐藤氏の こ の 論文 は ､ 音韻脱落と同音衝突とい う点に
注目し､ 現代語の祖父母の 語形の成立に至 るまで の 変化に つ い て適時的観点か ら実証 的に検討した も の で
ある ｡
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